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3. 5. 3. ペア活動
跳び箱修行を行う時に，自分だけとならないように
するために，ペア活動を取り入れた。また iPadをペア
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運動遊びや自分の忍法を考えた楽しさが現れた感想
図24忍術として運動遊びを楽しんだ感想
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図25 もっと跳び箱を楽しみたい
2 可視化・共有化
固23 次の学習への意欲を感じる感想
修行の可視化や共有化の時間を大切にしたことによ
って，運動や友だちの様子に関心が向くようになった。
「できるようになりたい」「真似してみたい」といっ
た気持ちは，可視化・共有化することで強くなると感
じた。
また，演示を見る着目点，「手」や「音」といった細
かなことを， 子どもたちに伝えることで，友だちの忍
法を見る時に，子どもたちの目線が上がったり，密集
して友だちの演示や紹介に注目したりするようになっ
た。
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図26 友だちの運動を真似して挑戦する
4. 3. 単元計画
マット修行では，子どもたちの運動遊びに変化が生
まれないことや友だちと一緒に運動遊びに向かうこと
ができない子どもが見られた。これは，子どもたちの
運動遊びに向かう姿や子どもたちの言葉から単元計画
を修正せずに，教師の意図のみで学習を進めたことが
影響していると考えている。
しかし，跳び箱修行では，単元計画をベースに，子
どもたちの運動遊びに取り組む姿をみとる時間や場の
設定，学習カードの言葉を大切にし，単元を進める中
で，細かな修正をおこなった）
子どもたちは， どんどん運動遊びに向かって，自分
の忍法を考えたり，友だちの真似をしたりしていくこ
とができてきた。
5 成果と課題
「忍者になりきること」は、速さや高低差の工夫だ
けではなく、忍びこむような動き、修行しているよう
な動きと、子どもたちから多様な運動遊びを、引き出
すことができるテーマである。このテーマを、より強
く子どもたちが意識して、学習に向かうためには、教
科横断的な学習が欠かせない。
可視化 ・共有化する時間を学習の際に必ず設定した
ことで、友だちの多様な運動遊びを，「真似して、やっ
てみたいな」「使ってみたいな」と子どもたちが思える
ようになった。また、運動遊びを見る着目点を子ども
たちに伝えたことによって、学級全体で同じ視点をも
って見ることができ、意欲の向上につながった。
子どもたちの運動遊びの意欲を向上させたり、継続
させたりする、めあてに応じた、運動遊びの場や道具
があることで，子どもたちが進んで運動遊びに向かう
ことがわかった。
爵並禄するために活用した iPadによって，いつでも
視覚的に運動遊びを振り返ることができた。
課題点としては言葉として上手く表現することが、
まだまだ難しい 1年生の言葉を拾い上げる、学習カー
ドとしては，不十分な点が多い。子どもたち、みんな
がそれぞれの思いを表現できる学習カードにする必要
がある。また、子どもたちの、学習の積み重ねが残る
掲示物としては、レイアウトや胴段量が少なかった。
5. 1. 今後の方向性
低学年の時期に，「忍者」をテーマにした，体育の学
習を，これからも続けていきたいと考えている。
子どもたちの思いを大切にした，体育の学習ができる
ように，学習カードでは，低学年の子どもたちが，「感じた
り，思ったりしたこと」を引き出し、子どもたちの思いや考
えを、残していける学習カード作りと、言葉を拾い上げる
教師の視点を大切にしていきたい。
掲示物では，子どもたちの運動の様子が分かる写真
や言葉を掲示していく。いつでも視覚的に振り返るこ
とができるようにしたり，気がついたこと，疑問に思
うことを，すぐに書き残せるようにしたりしていくこ
とができる，学習環境作りをしていきたいと考えてい
る。即時性があることによって、より意欲的に学習に
向かうことができると考えられる。
また，低学年における iPadを活用した、体育学習の
言己祠屈や振り返りなどの活用方法を探っていきたい。
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